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車北白冒園・世田と九州白温掴圃 ・士時で4J;lたような貴
べ輔が地蝿に割付いている。調白畢甲山由圃み、地圃の量

館貴から 「ご当地グルメJまで .多檀.樺な帽帽を生置
していることも揖遍痛といえるo ，伝聞から的手・d・れた大
分との食のシンクロ白耐震を揮ってみた。(帽沢一揖〉
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別府大牢・西珊千園子融揖〈開
成 り 立 ち に は 遣 い 理劇型、食品圃崎学〉 世田で

は食物の樺存という漕股来合いがあったと思うが、大卦
の蝿告は唖かい間修制電;食物の尭陣を促しやすいという
ことが昨ーしている固執田、 J切?ともに揖酵食品が多
くあるが、成り立ちには量いがあるのだろうと思う。

牧田陸軍研買所棋出は血血
冬 期 間 の 保 存 目 的 明白収檀に車まれたため、その

東開を冬期向廿に保存する目的で亮酎食品が作られて
きた.置〈こうじ〉を多用したみそ、しょうゆ、酒朝、
園町生Eが盛んだ。冨聞く、掴り罰の多い駄目の唱は

貴晶を昨わい醸く薗す効果があるのだろうc

周民

ーー

融
国
型
慣
手
市
、
大
時
県
日
田
市
の
ご

『
抽
グ
ル
〆
は
購
き
そ
ば
だ
。
と
も
に
昨

年
ロ
月
上
旬
民
車
内
で
聞
か
れ
た

B
'

1
グ
ラ
ン
プ
リ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
に
出
贋
し

た
。
い
ず
れ
も
明
都
圏
で
も
匝
阻
置
が
あ

る
よ
う
で
、
来
園
者
の
軒
辞
参
帯
て
い
た
。

，
 

ご
当
地
グ
ル
メ
を
通
じ
た
ま
ち
お
こ
し
の
輔
自

「
8
1
1
グ
ラ
ン
プ

リ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」。

横
手
や
き
そ
ば
を
出
直
し
た
禍
事
市
は
車
場
者

に
よ
あ
担
車
で
6
位
に
入
っ
た
昨
年
口
月
4
目
、
軍
軍
・
台
場

植手やきそ
麺 は太く真っすぐば サ ン ラ ィ s
fサンライズ、車鴨周 ルーツは輯

粧直憧慣手市マT出台のお肝み輔き
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皆 瀬 で 盛 ん に 生 産 必需E重 野 宮 間

晒弼に取り組んでいる。冊通班売を抽めたの
は30-40年前といわれており、槽商300-400
白にある岡市首帽の筏畑地区で盛んに生置さ
れる。檀商カ勺高いことによる陣閣な閉院がE
'し、チョロギが大きくなるとされる。 20]5
年時点の年間出荷量は約1.6~:.-0 

JAおおいた量肥事蝿郡
大 半 は 関 東 に 出 荷 歴史的には中国から日本

の東北地方に伝わったものだろうf 大分県内では
竹田市が主抽。竹田市での生置が盛んになっ
たのは、 40年臥上前に蝿軍の冬蝿の収入車として
推費作物にしたからだ。収慣は字作曹が中心のた
め、大ヨをな面もある。年間収量は的5、 6~ ，，"0 大
分 で はE月にチョロギを食べる剖慣がないので、
lまとんどを聞東に出荷している。

， 

士升県置の「クロメJ(右〉
と枇田県置の「クロモ」

秋田県水産掴開セン
遠浅の海域好漁場ター 男鹿神の砂まじ

りの量閣の幅増がイシモズクの野間揖だ。泥
岩置の献らかい岩蝿に生えていることが多
t ¥0 7、8月が踊期。シャキシャキした曲応
えが軍しめる。割むと粘りが出てくる。
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大分県澗蝿曹理圃
潮流速い所に生息 クロ〆は、間アジ、聞

サパで知られる佐賀闘で揖れる.噂むヨ円と太
平芹を桔Z守録置で廟の務廿1凶管理い所で盆U息。
踊期は ]-3月。割むとねば担lまする しょ
う噛をかけて開いご置にのせる人も多"，近
年、人質柄幅Eまってきている.

日田やきそば研買金事噛 周
パ リパ リの麺特徴 田和30年判に地元のラーメンE

が、サイド〆ニューとして輔きそばを蝿供するように
なったのが抽まり。圃をパリパリに胞がすのが特融担。
且はたっぷりのモヤシと匝閣。市内には日田やきそば
を蝿併するl;s'輔は20ほどあり、それぞれしょうゆをミ
ックスした拙日のソースを直っている。
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